
１．申請書類等を受け取る ① 予約採用（海外）申込みスケジュール　(この説明書き)

② 第二種奨学金（海外）【大学/大学院】の概要（案内チラシ）

③ 令和7年度　貸与奨学金案内（海外予約用）「奨学金を希望する皆さんへ」

④ 第二種奨学金（海外）予約　様式集

２．学生支援課へ申請書類等を提出

　●申請書の提出期限 ① 【様式Ａ】「提出書類一覧表」

令和6年10月4日（金）まで ② 【様式Ｂ】「確認書」

平日の9時～17時
（12時～13時除く）

③ 【様式C】「申込に係る重要事項確認」

④ 【様式Ｄ】「奨学金振込口座届」

⑤ 【様式Ｅ】「申込書」

⑥ 【様式Ｆ】「収入関係証明書類提出台紙」

⑦ 収入に関する証明書類

⑧ 【様式G】年収等の実績計算書（※該当者のみ）

⑨ 【様式H】在留資格「家族滞在」に係る申告書（※該当者のみ）

⑩ 【様式I】進学前の特例措置に係る申請書（※大学院該当者のみ）

【留意点】

・ 入学時特別増額貸与奨学金のみの申込みはできません。

・ 入学時特別増額貸与奨学金の希望者は奨学金案内の該当ページをご覧ください。

（国の教育ローンが利用できなかった場合、入学時特別増額貸与奨学金の貸与を受けられます。）

・ 人的保証制度と機関保証制度の両方の保証制度を利用する必要があります。

・ 事前に必ず連帯保証人及び保証人となる人から引き受けることの承諾を得てください。

・

　

３．採用候補者の決定 ① 個別に学生支援課から連絡します。（不採用も有り）

　　　令和7年1月下旬 ② 採用候補者は、選考結果通知及び関係書類を受け取る。

※入学時特別増額貸与奨学金を申請された方は、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」への

　申込が必要となる場合があります。

令和7年度 日本学生支援機構第二種奨学金

予約採用（海外）申込みスケジュール

【海外大学／海外大学院】

収入の証明書類は「貸与奨学金案内」をよく読んで漏れなく提出してください。提出後に書類は返却しません。



４．進学後「進学届」等を機構へ提出 以下の書類を日本学生支援機構へ提出する。

（提出先は、採用候補者決定通知でお知らせします。）

●進学届等の提出期間 ○全員が提出する書類

(進学日以降、進学後３ヶ月以内に提出) ・「第二種奨学金（海外）進学届」【連帯保証人と保証人の届出が必要】

　※日本学生支援機構、必着 ・「留学計画書」

・進学先学校の「入学許可書」のコピーとその日本語訳

・進学先学校の「在籍証明書」のコピーとその日本語訳

・進学先学校の「履修証明書」のコピーとその日本語訳

・進学先学校のアカデミックカレンダーとその日本語訳

○採用候補者決定通知に、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」の申込必要と記載されている人のみ

【留意点】

５．採用決定・振込開始 「進学届」の審査が不備無く終了した場合、1～2か月後に奨学金の振込が開始されます。

　（進学届提出・審査後） 初回振込後、原則として当該月の下旬を目途に、採用決定に係る書類が送付されます。

（※送付先は「確認書」で届け出た「国内連絡者宛」となります。）

【留意点】

６．「返還誓約書」を機構へ提出 「返還誓約書」等を日本学生支援機構へ提出する。

　 （採用決定時に通知） 【留意点】
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奨学金の送金は、大学に入学し進学届を提出した後です。入学時特別増額貸与奨学金の送金も入学後に

なりますので、入学前や入学後しばらくの間に必要となる資金は別に工面する必要があります。

期限までに提出がない場合は、奨学金の振込みが止められ振込済額を全額機構に返戻し、採用取消となります。

この手続きは採用候補者に決定した方が機構と直接行います。大学を通して手続きする必要はありませんので、注

意してください。

振込口座情報等、スカラネット入力内容や進学届の記入内容に誤りがあった場合は、初回振込みが大幅に遅れ

ることとなりますので、十分留意してください。

・融資できない旨を記載した日本政策金融公庫発行の通知文のコピー

・「入学時特別増額貸与奨学金に係る申告書」（JASSO所定様式）


